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アート格納庫M  第五回企画展

金工芸作家
矢部雅一

《Future in the Egg》1992 年

YABE Masaichi Exhibition

2025

◆開館時間：10:00～17:00（入館は 16:30 まで） 
◆休館日：月曜日 （月曜日が祝日の場合はその翌日）
　　　　　※GW期間中（４／29～５／６）は休まず営業いたします。
◆入館料：大人1000 円（県民 800 円）、学生 800 円（県民 600 円）、
　　　　　中学生以下無料（要保護者同伴）、
　　　　　その他 各種割引あり。 詳細はHPをご確認ください。



株式会社 丸十 アート事業部　
〒682-0925 鳥取県倉吉市秋喜 350-23　
Tel:0858-48-2211  Fax:0858-48-2200　
E-mail:info@arthangarm.com
https://www.arthangarm.com

［交通のご案内］　◆車または観光バス
◎JR倉吉駅からタクシーで約15分   
◎倉吉道路・倉吉西ICより約１km
◎県道34号線、または県道151号線から西倉吉工業団地内に
お入りください。黒色と黄色のタテ長の看板が目印です。

◆開館時間：10:00～17:00（入館は 16:30 まで） 
◆休館日：月曜日 （月曜日が祝日の場合はその翌日）
　　　　　※GW期間中（４／29～５／６）は休まず営業いたします。
◆入館料：大人1000 円（県民 800 円）、学生 800 円（県民 600 円）、
　　　　　中学生以下無料（要保護者同伴）、
　　　　　その他 各種割引あり。 詳細はHPをご確認ください。

　矢部雅一氏は、主に銅や真鍮などの金属板を素材に立体造形する金工芸作家である。

　金工芸の技法は大別すると鋳金、彫金、鍛金の三つがあるが、矢部氏が行ってきた技法は鍛金である。鍛

金は打物ともいい、金属の展延性、収縮性を利用して、金属板を金槌などで打ちながら成形する技法である。

さらに鍛金は、鍛造、鎚起、板金の技法があるが、矢部氏が主に行う技法は鎚起である。鎚起は、金属を打ち

延ばしながら、金属板の伸展性を利用して立体造形するもので、現在一般に鍛金と呼ばれている。作業的に

は、木の台（当台）に当金を取り付け、金属板をこの当金に当て、金槌や木槌等で叩きながら立体に成形する

ものである。つまり、二次元の金属板を三次元の立体へと変容させる技であり、金工芸の技法の中でも技能を

伴う高度なものといえよう。

　埼玉県川越市に生まれた矢部氏は、東京芸術大学美術学部工芸科に進み金工芸鍛金専攻で学ぶ。在学

中、一枚の銅板からヤカンを鍛金技法で成形し、担当教官から確かな技能と認められる。また、卒業制作作

品もサロン・ド・プランタン賞と安宅賞を受賞し、その高い技能は教授群も認めるところであった。卒業後同

校美術研究科修士課程に進むが、中退して民間企業のデザイン室に入社し車のデザイン等を行う。その後、

青年海外協力隊としてネパールに赴き王国家内工業局で手工芸デザインの指導を2年間体験する。帰国後

は、鳥取大学教育学部に美術工芸指導の講師として採用される（後に助教授、教授となる）。この頃から、自

らの作品制作を本格的にはじめ、日本現代工芸美術展や日展に出品するようになる。

　矢部氏の作品を概観すると、制作テーマは何年か継続追求されシリーズ化されている。最初に現れるシ

リーズは《礁》シリーズで、海面下にあって高い海水圧と日本海の激流などに耐えながらも少しずつ形を変え

る岩礁の存在に関心を寄せながら、制作している。次に展開する《包む》シリーズでは、土中に潜む化石から

発想してイメージを膨らませている。これは、次の《capsule》シリーズにもつながり、包み込まれたものは少し

ずつ変容していく。さらに関心は移り変わっていく地球へと広がり、《egg》のシリーズへと発展している。そし

て、最後に取り組んだのが、姿のない風を造形的に表現する《ＷＩＮＤ》シリーズであった。

　こうしてみると、矢部氏の制作の根底には、容易に目にすることが叶わないものへの強い関心や好奇心があ

り、またそれらは永久に不変のまま留まるものはなく少しずつ変貌し続けている、それに対する懐疑、不安や

恐怖、同時に淡い期待も込められているように思われる。併せて、抽象表現の可能性への挑戦もある。

　矢部氏は、油粘土で精巧な小さなエスキースをつくり上げながら、立体の構造や制作過程や技法などをイ

メージした上で制作に取り掛かり、優れた立体感覚と高い技能をもって作品を創造していく。作品の表面にみ

るリズミカルな鎚跡からも、膨大な時間をかけ作品つくりに挑む真摯な姿勢と、その過程の中で思いを刻み込

んでいることがわかる。単なる二次元の物質にさまざまな手法を凝らして変容させ生命感や表情などを与え、

表現作品へと変貌させる。矢部氏は伝統的な工芸の技法を継承して作品を創造するが、それは工芸の域を

超え、彫刻作品とでもいうべきものであるように思う。（北栄みらい伝承館　門脇  博）

矢部 雅一（YABE Masaichi）
1939 年、埼玉県川越市に生まれる。1964 年、東京芸術大学美術学部工芸科金工芸鍛金専攻卒業、卒業
制作作品でサロン・ド・プランタン賞、安宅賞受賞。1965 年、同大学美術研究科修士課程中退。東洋工
業（現マツダ）のデザイン室に入社。1970 年、青年海外協力隊としてネパール王立家内工業局にて手工
芸デザインの指導を行う（2年間）。1973 年、鳥取大学教育学部に講師として採用される（後に助教授、教
授となる）。1975 年、第 4回日本現代工芸美術展初入選（以後毎年出品）。1976 年、第 8回日展初入選（以
後 4回入選）。1978 年、現代工芸美術家協会会員推挙。1985 年、矢部雅一工芸作品展（画廊鳥取美術）。
1988 年、矢部雅一金属造形展（画廊鳥取美術）。2004 年、鳥取大学定年退職、現代工芸美術家協会退会。

アート格納庫Mは鳥取県倉吉市で創業70年以

上の歴史を持つ業務用品商社、株式会社丸十が

運営する常設展示スペースと企画展示スペース

を合わせ持つギャラリーです。会社に隣接する空

き倉庫を改修し倉吉とゆかりのある原口典之の

作品《Oil and Water》と《Untitled FCS》を “格納”

するスペースとして構想。原口作品に隣接する企

画展示スペースでは数ヶ月に一度展示替えを行

い、若手アーティストや地元にゆかりのある作家

の作品を中心に展示・販売を行います。バリア

フリーになっておりますので、車椅子の方・お子

様連れの方のご来場大歓迎です。
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アート格納庫M  第五回企画展　金工芸作家 矢部雅一

《乱礁》1977年

《Box》1988年

《WIND 11》2004年

《変位相》1978年
この作品は、会期中 倉吉博物館で展示されます

※サロン・ド・プランタン賞：東京芸術大学美術学部における卒業作品の中で、教授会が推薦した優秀作品に授与される賞。各科で数点で、工
芸科からは1名に授与される。
※安宅賞：東京芸術大学において芸術家の育成のため専攻ごとに一番優秀だと教授が判断した学生に贈られる賞。


